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研究成果の概要（和文）：ベトナムの産婦人科医療の発展のみならず、わが国へのフィードバック可能な医学的
財産の構築および共同研究による世界に通用するエビデンスの創生を目的とし、ベトナムの複数施設における妊
産婦管理および婦人科の稀少腫瘍について調査を実施した。血小板減少が問題となるデング熱合併妊娠の管理、
帝王切開率の増加に伴う帝切創部妊娠の管理、胎児発育不全の児の超音波検査による心機能の評価など、母児の
予後改善につながる知見を得た。稀少腫瘍として、胞状奇胎後の続発率が高いこと、それを改善するための予防
法についての知見を得た。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of not only the development of obstetrics and gynecology in 
Vietnam, but also creation of evidence worldwide and building of medical research resources to 
Japan, we investigated obstetric management and gynecological rare tumor in Vietnam at several 
facilities in Vietnam. In the present study, several findings, which are related to improvement of 
mothers and children's prognosis,were gained. First,   Pregnancy with dengue fever causes 
thrombocytopenia, which is at risk of postpartum hemorrhage. Second, cesarean section scar pregnancy
 with an increase in cesarean section rate in Vietnam, could be managed by medication for only 
selected patients. Third, evaluation of cardiac function by ultrasound examination for fetal growth 
restriction would be beneficial. Lastly,  we found that there was a high secondary rate after molar 
pregnancy in Vietnam and preventive measures might improve it.

研究分野：産婦人科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
デング熱は日本においても散発例が報告されており（妊婦発症は未）、グローバル化が進む現在、これらの知見
は将来日本で診療が必要となった際に貴重な情報となる可能性がある。また、日本においては妊婦の重症例に対
する集学的医療が進められているが、一方で高コストや侵襲性が高いなどの問題点もある。今回の帝切創部妊娠
の内科的治療の検討は症例によっては考慮されることが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 我々は、東アジア地域で頻度の高い絨毛性疾患の問題に着目し、1998 年よりベトナムにお
ける「絨毛癌予防プロジェクト」を推進し、絨毛性疾患登録システムを普及させ、死亡率低
下に貢献してきた。 

(2) (1)の目的で、毎年訪問してきた Tu Du 病院（ホーチミン市）は、年間約 5万分娩数を有し、
東南アジア随一の産婦人科病院であり、症例数が豊富であった。 

(3) ベトナムでは周産期死亡率や妊産婦死亡率が向上しているものの、乳児死亡率が出生 1000 
対 17（日本 2、2011 年）、妊産婦死亡率が出生 10 万対 69（本邦 6.1、2011 年）といず
れも我が国の 10倍以上であり、周産期医療体制の相違が一因として挙げられる。 

 
２．研究の目的 
本プロジェクトでは以下の 2つの柱で研究を推進することとした。また、研究成果がベトナム
の産婦人科医療の発展のみならず、わが国へのフィードバック可能な医学的財産の構築および
共同研究による世界に通用するエビデンスの創生を目的とした。 
(1) 周産期医療の実態と妊婦健診システムに関し学際的調査を行い、問題点を明らかとし、周産
期死亡率と妊産婦死亡率を低下させることを目的とする。またベトナムの施設における多
数の症例を解析することにより分娩時（後）出血などの母体死亡に関連する重篤な周産期合
併症についての病態の解明を行う。 

(2) 我が国では頻度が低く研究資源に限界がある悪性卵巣胚細胞腫瘍の病態解明を行い、新規
治療法の解明を行い、治療成績の向上に貢献することである。従来から推進してきた絨毛性
疾患登録システムをベトナム全土へ普及させることである。また、ベトナムにおける管理法
について検討することである。 

 
３．研究の方法 
以下の研究を本施設およびベトナムにおける共同研究施設（Tu Du 病院、Vin Long 病院、フエ医
科薬科大学）における倫理審査委員会での承認のもと実施した。 
(1) 周産期管理法、重篤な周産期合併症の研究：ベトナムにおける周産期管理の実態、妊婦健診
の実態などを明らかとする。ベトナムの周産期医療で問題となっている疾患について、臨床
データを集積し、統計学的手法を用いて、重症化に関与する因子を解明する。また、その管
理法について、低費用で安全な管理法を検討する。 

(2) 婦人科 rare tumor の研究：悪性卵巣胚細胞腫瘍の病理標本を用いた解析、絨毛性疾患の臨
床データを集積し、管理法による予後解析を行う。 

 
４．研究成果 
(1) 周産期管理法、重篤な周産期合併症の研究： 
① 周産期管理法： 北部都心の大病院Tu Du病院およびメコン川流域地域の中核病院Vinh 
Long 病院およびホーチミン市内の一次施設を訪問した。Tu Du 病院における分娩数は年間
64237 件であり、正常分娩が 42.2％、帝王切開術は 30.820％であった。子癇 60件、産後出
血 919 件であった。ベトナム南部より母体搬送を受けている 3 次施設となっているが、低
出生体重児は 10％であった。日本では児の後遺症防止目的である娩出前のステロイド投与
はルチンではなかった。また陣痛室には妊産婦が過剰に収容されているものの、適宜分娩監
視装置は装着されていた。他方、日本における分娩時（後）異常出血の予防策としての、分
娩時の点滴確保は標準的ではなく、輸液ポンプの不足が問題として抽出された。妊産婦健診
の項目としては、おおよそ日本における項目と類似しているが、3回程度で日本における平

均 10 回程度に比べ少ないと考えられた。 
本研究期間に、さらに共同研究機関を増加させるため、ベトナム中部
での調査も行った。フエ医科薬科大学は、産婦人科 17 名 助産師 38 名
の規模であり、2016 年度において、年間入院患者数が 9309 名、外来患者
数が 9359 名、正常分娩 3577 件、帝王切開 2844 件、ハ
イリスク妊娠 717 件、胞状奇胎および流産などが 611
件であった。フエ医科薬科大学を訪問し、共同研究覚
書に互いに調印した。妊婦検診で、B 群溶連菌スクリ
ーニングが実施されていない問題点が明らかとなり意

見交換を行った。分娩後異常出血予防として、日本では使用されない熱
に安定した carbetocin が子宮収縮薬として使用されていることが明ら
かとなった。また、私立病院 Thai Binh Duong 病院を見学し、現地で使
用されている母子手帳を入手した（右図）。 
② 分娩時（後）異常出血：日本における妊産婦死亡の原因１位である分娩時（後）異常出
血について調査した。50 例のうち、生殖補助医療妊娠症例は 0 例、治療として子宮腔内バ
ルン使用 10/50 例（20％）、子宮摘出術例 15／50（30％）日本では実施例の少ない子宮動脈
結紮 2/50（4%)であった。また期間中に母体死亡 1 例を認めた。器械分娩による経膣分娩
例であり、総出血量 2200ml、外科的処置は特に施行されず、輸血療法（RBC: 2450ml, 
FFP:600ml）のみであった。凝固能低下を認め、臨床的羊水塞栓症であった可能性も示唆さ



れた。 
また、フエ医科大学では、2016 年の分娩時（後）異常出血発症は 2.13%であり、その約 8
割が弛緩性出血であった。 
③ デング熱合併妊娠：2015 年に東南アジア特有の熱帯病であるデング熱の感染拡大に伴
い、妊婦感染がベトナムで重要な課題となったことから、デング熱合併妊娠について、臨床
像、管理法などについて Tu Du 病院との共同研究で調査した。その結果、20％早産、5％死
産を認めた。また、30％の症例に血小板輸血を要した。また 15％に産後過多出血を認めた
が、これらの症例では血小板減少、肝機能異常所見を伴っていた。これは妊娠高血圧症候群
の重症合併症である HELLP 症候群と類似した所見と考えられたが、病態についての詳細は
不明な点が多い。肝機能検査と比較し、血液検査は容易であり、こうした症例で分娩前に血
小板値を確認することは、分娩時（後）異常出血を予測し管理するのに有用となる可能性が
あると考えられた。今回検討した症例では死亡例はなかったものの、分娩時（後）異常出血
を予測し分娩を管理することは妊産婦死亡減少のためには重要な点となると考えられる。
また今後もこうした問題点をさらに調査していく予定である。 
④ 帝切創部妊娠の管理：フエ医科薬科大学にて 2017 年、正常分
娩が 4,080 件、帝王切開術数が 2,630 件と帝王切開術率は高いこと
が判明した。胎児の安全性確保から先進国同様に増加しているとい
う。ハイリスク妊娠は 771 件であった。帝切率の増加に伴い、帝切
創部妊娠が問題となっていた。これは、流産処置を実施すると、大
量出血となるハイリスクの妊娠のひとつである。日本においては帝
王切開術創部妊娠の治療戦略は、Interventional Radiology を用
いた集学的管理が主流となりつつある。しかしながら、医療資源の限られた地域において
は、こうした技術およびデバイスの普及はなく、安全性だけでなく、コストの低減も考慮し
た管理法の確立が必要である。今回フエ医科薬科大学で、これらの症例に対し、絨毛性疾患
の治療に用いるメソトレキセートをエコーガイド下に局所投与する治療法を実施し、治療
効果のあった群となかった群で、種々の因子を比較検討した。その結果、診断時のβHCG 値
高値や、超音波検査所見で、外方発育型の胎嚢所見などが有意に治療効果不良のリスク因子
として同定された。 
⑤胎児発育不全の管理（論文投稿中）：胎児発育不全児を管理できる施設はベトナム中部に
おいては限られており、出生前における評価が重要である。本研究では、超音波所見による
重症度の評価法の検討である。従来、胎児心機能評価として、MPI（myocardial performance 

index）の有効性の報告が散見されていたが、NICU など資源が限
定的である地域でも有用かどうかは不明であった。今回の検討に
より、とくに妊娠後半期に発症する胎児発育不全で心機能低下が
認められることがわかり、出生後の管理に有用である可能性が示
唆された。 
なお、期間中にベトナム施設において日本での周産期管理につい
ての講演の実施や、フエ医科大学の産婦人科医の受入を実施し、
共同研究の促進を行った。 

(2) 婦人婦人科 rare tumor の研究： Tu Du 病院における婦人科手術は 15751 件であり、腹腔鏡
手術 8950 件施行されていた。子宮頸がんは 626 件であり、子宮内膜癌 53 件、卵巣がんは
121 件、胞状奇胎は 739 件、絨毛癌は 200 件であり、日本に比較し、子宮頸がん、絨毛がん
の頻度が高いことが推察された。Tu Du 病院で胞状奇胎および続発する絨毛性腫瘍について
検討したところ、胞状奇胎の頻度が 11.1/1000 分娩であり、胞状奇胎後に続発して絨毛性
腫瘍を発症する頻度は 8.0％であった。多変量解析により、続発の有意なリスク因子として、
初回子宮内容除去術時の妊娠週数、初回子宮内容除去術 1 週後の hCG 値、病理学的遺残が
ある場合であることが明らかとなった。ベトナムにおいては、経過観察中断されている例や
胞状奇胎後の続発のリスクも高いことが判明した。このように、我が国の標準的な管理であ
る、胞状奇胎の術後に定期的な hCG 測定などの経過観察や適切な治療が難しい状況におい
ては、Tu Du 病院で実施されている続発症のリスクの高い胞状奇胎患者に対する予防的な化
学療法や子宮全摘術はある程度有効である可能性が示唆される結果であった。今後は、その
合併症や長期予後についても調査していく必要性が示唆された。 
なお、フエ医科薬科大学で、2017 年胞状奇胎は 28 例、侵入奇胎 20 例、胞状奇胎からの続
発した絨毛性腫瘍は 5例であった。Tu Du 病院と同様に、管理法として、我が国と同様の管
理法に加えて、予防的子宮全摘術が選択肢に挙げられていた。 

(3) その他：ベトナムにおける問題点をより明確化するために、分娩時（後）異常出血や絨毛性
疾患などの稀少疾患について、日本における臨床研究も実施し論文報告した。 
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